
 

 

［成果情報名］青色 LED と青色粘着板を組み合わせたトラップによるミナミキイロアザミウマの誘引 

［要約］青色粘着板に向けて青色 LED を照射する反射型トラップは、LED を照射しない無照

射トラップと比較してミナミキイロアザミウマを多く誘引し、反射型トラップでは 18～21
時の時間帯に雌成虫を多く誘引する。 
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［背景・ねらい］ 

ミナミキイロアザミウマは、果菜類の重要害虫である。本種は、微小であるため発生を

確認しにくく、多くの殺虫剤に対して抵抗性を発達させていることや、要防除水準は低い

ことが知られている。したがって、効率的な防除のためには、早期発見と早期防除が重要

であり、本種が誘引されやすい色を利用した青色または白色の粘着トラップが発生密度調

査に利用されている。 

近年、さまざまな分野で光の波長や強度を精密に調整できる LED（発光ダイオード）の

利用が注目され、害虫防除への利用が期待されている。そこで、LED と粘着板を組み合わ

せることにより、既存の粘着トラップより効率的に本種を誘引するトラップを開発する。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．施設ナス（６～７月）において、青色粘着板、黄色粘着板または白色粘着板の直上に

青色 LED（波長ピーク 470nm、以下同じ）または紫外光 LED（同 375nm）を取り付けて

植物体側に向けて LED を 24 時間照射する直射型トラップ（図１A）と粘着板に向けて距

離 30cm の位置から LED を 24 時間照射する反射型トラップ（図１B）を設置するととも

に、対照として無照射トラップを設置すると、ミナミキイロアザミウマの誘引成虫数は

青色粘着板に向けて青色 LED を照射する反射型トラップが最も多くなる（図２）。 

２．施設ナス（７月）において、青色 LED と青色粘着板を組み合わせた反射型トラップを

設置し（図３）、青色 LED の照射強度を光源から 20cm の距離で 1.5×1017、３×1017、

６×1017photons･m-2･s-1 に調整して 24 時間照射すると、ミナミキイロアザミウマの誘引

成虫数は対照の無照射トラップより有意に多くなり、３×1017 photons･m-2･s-1 で最も多く

なる（図省略）。 

３．施設ナス（７月）において、青色 LED と青色粘着板を組み合わせた反射型トラップを

設置して 24 時間照射すると、ミナミキイロアザミウマの３時間ごとの誘引成虫数は対照

の無照射トラップより 18～21 時に多くなり、雌成虫が雄成虫より多くなる（図４）。  
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．青色 LED と青色粘着板を組み合わせた反射型トラップによりミナミキイロアザミウマ

の効率的な誘引が可能となり、本種の発生密度調査に活用できる。  
２．青色 LED と青色粘着板を組み合わせた反射型トラップによるミナミキイロアザミウマ

の誘引成虫数は、青色 LED の波長ピーク、照射強度、照射時間、青色粘着板の種類など

に影響を受ける。  

３．青色 LED と青色粘着板を組み合わせた反射型トラップによるミナミキイロアザミウマ

の誘引成虫数は、圃場の気温や日照時間などに影響を受ける。  

４．青色 LED の照射がナスの生育や品質に及ぼす悪影響は、これまでのところ認められて

いない。  



 

 

［具体的データ］ 
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